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サ ブ カ リ キ ュ ラ ム を 利 用 し た 世 界 史 授 業 の 開 発
－イスラームから見た世界史－
Planning ａ World History Class with “Sub Curriculum ”:
From Perspectives of Islam World
１
研究の目的
高等学校における世界史授業に際して，従来
よりさまざ まな意見が提出され，改善にむけての
努力がなされている。学習指導要領の改編にとも
なって，大幅な手直しの作業が進む一方で，授業
レベルにおいての工夫 も考えられなければならな
い。生徒達に豊かな世界史認識を獲得させる方法
は，一方的な歴史の見方や偏見に基づいた考えを
出来るだけ排除し，可能な限り客観性 の高い歴史
像を追求させるところにあると考え る。本研究は，
その目的にかなう世界史授業を開発するために，
①サブカリキュラムの開発によって複眼の視 曵が
確保できること，②その結果，具体的な授業案を
開発すること， という二つの目標を設定している。
さて，イスラーム世界と一言で くくられる世界
は，文明史の側面から取り上げられることは多い。
例 え ば，図 凵 ま，主 な 文明 史家 によ る扱 い を
Melko1' がまとめたものであるが，多かれ少なか
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れ，地理的，文化的なまとまりとしてイスラーム
を扱い，地理的にも中東に限定していることがわ
かる。 しかし，一口にイスラームと言 って も，ア
ジアやアフリカのイスラーム信者が多数を占める
国家のみならず，アメリカや日本，ヨーロッパに
もイスラーム教徒は存在する。イスラームに対し
ての認識は，現在も貿易や国際政治 において，我
が国がとりわけ重要であるにもかかわらず，けっ
して十 分なものとは言い難い。 匚砂漠の国」，匚貧
しい国」，「‾石油とベドゥインの国」など，一面的
で偏見に満ちたアラブ像が横行し，同時にイスラー
ム＝アラブという画一的な捉え方をすることが多
いのが現状である。イスラームの宗教上の特徴や
住民 の生活風土を正しく理解することが重要であ
ることは，従来からも言われてきたことであるが，
現代の世界を理解するためのイスラーム学習もさ
ることながら，イスラームの立場に立った歴史学
習の必要性も痛感するのである。すなわち，イス
図１　　６人の歴史家による文明比較の概念表（一部) Melko による
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ラームを見るとともに，イスラームから見る，と
いったスタンスが重要であると考える
。イスラー
ム人口が確実に増え
，世界規模での交流がさ･らに
活発化することが考えられる将来において
，こう
した見方を歴史学習に導入することの意義は非常に大きいといえる。
第二次世界大戦後の冷戦期では
，東西両陣営の
対立という構図によって世界史学習が行われるこ
とが多い
。これはそれなりに意味のあることであ
ると考えるが
，イスラームの立場からの異議申し
立ても2)現実には存在しており
，この把握なしに
はこれからの世界への理解は健全なものとはなら
ない
。また，イスラーム＝劣った地域，いうマ
イナスのイメージについても，生徒の認識の中に
根強く残っていて
，これを是正することも急務で
ある
。以下，これらの問題点を解決するために，
①世界史構成をイスラームから組み替える作業，
②イスラームから見た世界史授業のモデルを開発する作業川こ取り組んでいきたい。
２サプカリキュラムの設定3）
従来
，各文化圏や文化交流圏を並立した構成
によって世界史学習が進められてきた
。その中で
は
，イスラーム世界は専ら西アジアを中心に描か
れてきた
。現在，厳密にイスラーム地域と呼べる
地域は
，インドネシアや南ロシア，アフリカなど，
これに含まれない部分も多い
。アメリカ合衆国で
さえ
，毎年イスラーム人口が増加し，中国国内に
も多数存在するのは周知の事実である
。その意味
からもイスラ
ムーからの見方を世界史に生かすこ
とは重要と言わざるを得ないが
，７世紀から現在
に至るまでに
，イスラームを主とする領域が拡大
し
，人口が大幅に増え，その影響力が高まってい
る今日
，従来型の文化圏を地理的に当てはめてい
く
ことの無理を感じる。
その意味で
，イスラームの地理的拡大にともなっ
て
，①７世紀にイスラームが発現し，西アジアを
中心に拡大していった時期
，②インドや中央アジ
ア
，アフリカ，東南アジアに拡大した時期，③世
界規模にイスラ
ムー人口が拡大していった時期に
分けてＯ一つのカリキュラムを作成する。サブカリキュラムとは，既存の世界史構成カリ
キュラムに並立し
，これを補完する目的で設定す
るものである
。例えば，近代以後の世界史記述が
西洋中心主義であるとか
，自国史中心主義とかい
われる場合
，目的とする国家や領域，民族の歴史
を
，一貫した歴史構成で作成し，これら中心主義
を相対化することができるものとして使用するの
である
。この場合，イスラームから見たサブカリ
キュラムと
，既存の教科書記述とを対比させなが
ら歴史学習することで
，イスラームに対しての歴
史認識に複眼の視点を導入することになり
，より
豊かな歴史眼を育成することができるのである
。
先にあげた歴史区分は
，単にイスラーム教徒が
地理的に拡大していった領域的な広がりに基づい
て区分したものであるが
，イスラームの立場から
世界史を眺めた場合
，妥当であると考える。①の
時期は
，ムハンマドによってイスラームが始めら
れ
，布教と聖戦によって支配領域が拡大した時期
にあたる
。②の時期はスーフィーによる布教や商
業販路によってイスラ
ムーが沿岸海域をつたうよ
うに
，また内陸通商路をつたって拡大していった
時期に重なる
。もちろんその典型的な例として，
モンゴルによる帝国支配があげられよう
。③は，
近代以後奴隷貿易による黒人奴隷のアメリカへの
大量移入や
，帝国主義に対しての民族主義的抵抗
の中から生まれた，イスラーム復興の動きの時期
にあたる。
こうしたそれぞれの時期は
，期せずして最近の
世界システム理論やヘゲモニ
理ー論の研究成果5）
とも符号している
。例えば，①の時期は世界シス
テムの中核領域の
一つをイスラームが掌握し，そ
の周辺部分に影響力を及ぼした時期として捉える
ことができ
，その中心としてダマスクスやバグダー
ドの繁栄があったとする
。②の時期は，世界経済
の中心にあった中東や中国が次第にモンゴル支配
という大きな世界システムに取り込まれ
，その中
でイスラ
ムー圈が拡大していく時期でもあり，近
代のヨ
ローッパによるヘゲモニー以前の世界大で
のヘゲモニ
がー完成した時期に一致する。またそ
れは
，通商路の変遷＝ヘゲモニー拠点の推移の時
期にあたっており
，その拠点が，ユーラシア内部
（インナ
ユーーラシア）からユーラシア周縁部分
（フリンジユーラシア）に転換することでこうし
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表１　イスラームから眺めた世界史サブカリキュラム
第
工期
７
ｃ
ｌｎ
Ｃ
主な歴史事項 イ スラ ームの地理 的拡大
・ムハンマドによってイスラームが広められる。
・カリフによる権力の継承と派閥抗争。
・アラブ人によって世界帝国が継承される。
・ウマイヤ朝による支配（アラブ帝国）
・帝国の拡大（ダラス河畔の戦い，トゥール・ポワティエの戦い）
・アッバース朝とアッバース革命
・世界都市バグダードの繁栄（イスラーム帝国）
・中央アジアからのマムルークの流入
・後ウマイヤ朝とコルドバの繁栄
・三つのカリフ国（アッバース朝，後ウマイヤ朝，ファーティマ朝）
・イラン文化の復興（サーマン朝，ブワイフ朝）
アラビア半島全域に拡大
シリア・イランに進出
地中海・北アフリカに拡大
唐との戦争（中央アジアへ）
イベリア半島の支配
カスピ海，マーワラーンナフル
地域への拡大
ピレネー以北への文化的影響
第
２
期
12
cl
17
C
・マグリブのイスラーム王朝（ムラービト朝，ムワッヒド朝）
・カラハン朝の活動とトルコ族の西進
・セルジューク朝と小アジアのイスラーム化
・ガズナ朝とゴール朝の北インド進入
・インド洋ネットワークの活性ｲﾋ と東アフリカのイスラーム化
・スマトラのイスラーム化とマラッカ王国
・モンゴル世界帝国とイスラームの拡大
・マムルーク朝と紅海ネットワーク
・東南アジアのイスラーム諳王朝
・モンゴル帝国以後のイスラームネットワーク
（ティムール朝，オスマン朝，サファビー朝，ムガール朝）
西アフリカのイスラーム化
東トルキスタンへの拡大
小アジア半島のイスラーム化
北インドへの拡大
東アフリカのイスラーム化
インドネシアへの拡大
中国，ロシア，東南アジアへの拡
大
バルカン半島のイスラーム化と
イベリア半島の喪失
第
３
期
18
c
l
20
C
・奴隷貿易とアメリカ大陸
・西洋の衝撃とイスラーム世界の改革運動
・オスマン帝国の衰退とナショナリズム
・ワッハーブ運動とネオスーフィズム
・ムガール朝の滅亡と大英帝国の支配
・ヨーロッパ列強の支配とイスラームの抵抗
・二つの世界大戦とイスラーム
・米ソ両大国とイスラーム
・イスラーム復興運動と世界
アメリカ大陸にイスラームが移
入される
スーダン，西アフリカのイスラー
ム政権誕生 と，東南 アジアのイ
スラーム化の深まり
第１期・７～１１Ｃ
中東から地中海沿岸
イスラームネットワーク
の成立
主に中東から地中海周辺を
扱う。ヨーロッパやアフリ
図２ サブカリキュラム概念図
→
?
? ? ? ?
力は，この時期，中核に対 １
しての辺 境領域である。
? ? ?
←
第 ２期・ １ ２～ １ ７Ｃ
中央 ア ジア，東南 ア ジア，
イ ンド ，中 国 ，ロ シア ，
バ ルカ ン，
イ ス ラ ー ムネ ット ワ ー ク
の成 熟
→
第３期・１７～２０Ｃ
アメリカ大陸，世界大に
拡散
イスラームネットワーク
に代わる大洋交易
ヨ ーロ ッパを 中核 とす る近
代世界 シス テムが形成さ れ，
イ ス ラーム は政治的 影 響力
イ ス ラ ームが 世界 大 に広 が ｉ　を急速 に失 ってい く。 反面 ，
り，商業 ネット ワークを通 じて ｌ 植民 地支 配や 大国 に対 して
影響 力 を行 使 す る。 地中 海 か １　の従 属的 立場 か らの脱 却を
らイ ンド，中国 に至 る部分 が世 ｜　目指 して ，イ スラ ー ム復 興
界 システムの中核であり，ヨー ： 運動 が活 発 にな る。 ま た，
ロッパがこれに対抗しながら １
実力を蓄え る時期で ある。
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? ?
東西両陣営とは異なる，イ
スラーム国家としての立場
も明確となる。
た地域にイスラ
ムーが浸透していった理由が説明
できる
。③は，いわゆる大航海時代以後，海洋へ
と世界経済の重心が移動したことに伴い
，奴隷貿
易などでアメリカをはじめとして
，世界各地にイ
スラ
ムーが広範囲に拡大した後の時期を意味する。
これはまた
，帝国主義的拡大に反して，イスラー
ム復興の時期にも重なり
，いわば以前の世界ヘゲ
モニ
ー中心として君臨していたイスラームが，
その影響力を失い
，歴史の影の部分へと転落して
いくきっかけとなった時期でもある
。その結果，
奇しくもSaid6'が明らかにしたように
，我々のイ
スラ
ムーに対してのイメージが固定化され，それ
が我が国の世界史教育においても大きな影を落と
す
こととなったのである。
以上の事柄を念頭に置いて作成した
，イスラー
ムから世界史を眺めたサブカリキュラムが図２と
表Ｉである
。図２は，三つに区分したそれぞれの
時期について
，どのような特徴かおるのかについ
てまとめている
。それぞれの時期に進むにつれて，
イスラ
ムーの地理的範囲が拡大していることが分
かる
。第１期と第２期は，それぞれの経済，政治
をリ
ドーする，いわゆるヘゲモニー拠点である中
東
，地中海沿岸，インド，中国といった領域上7)
に
，イスラームが拡大していく様子を表している。
第３期はそれに代わってヘゲモニ
拠ー点がヨーロッ
パ
，アメリカ，ロシアへと移り，従来のヘゲモニー
領域が植民地化
，半植民地化されることで，イス
ラ
ムーの歴史上の輝きが背後に追いやられる時期
にあたる
。そして，反植民地主義や民族主義に鼓
舞される中で，イスラーム復興の狼煙があげられ
るのである。
表Ｂま
，それぞれの時期の具体的歴史事項につ
いてまとめたものである
。この表をもとにして作
成した
，イスラームから見た世界史構成案が表２
である
。第士章から第３章までは，前述の時代区
分に
一致する。第１章は，イスラームの拡大が古
代以来の文化的蓄積の領域上にそってなされ
，
ヨ
ローッパや南ロシアといった周辺部分に大きな
影響を与えていった時期である
。それが第２章に
至って世界大にイスラ
ムーが展開していく時期へ
とつながる
。　トルコ民族によるイスラーム世界へ
の参入は，新しいイスラームのあり方を創造し，
モンゴル支配によってなされたイスラ
ムーネット
ワ
クーの再生は，ユーラシア大陸中央部のヘゲモ
ニ
をー完成させた。第３章に至って，イスラーム
の置かれる歴史的運命は負の部分に急落していく
。
かつてのイスラ
ムーの栄光に代わって，植民地化，
従属化されていく歴史の中で
，急速に勢力をもた
げてきたヨ
ローッパがこれに取って代わる。しか
しノ9世紀から20世紀の歴史をリ
ドーしたのは，
列強と呼ばれたヨ
ローッパ，アメリカ合衆国だけ
ではなく
，イスラームの抵抗運動やイスラーム復
興の動きも歴史の中では重要な役割を果たしていることを前面に押し出した内容となっている。
表２イスラームからの世界史構成案
第１章　イスラーム世界の出現と拡大１．イスラーム以前の世界
２
．ムハンマドの活動とイスラームの広がり
３
．アラブ人による世界帝国
４
．帝国の拡大と唐との戦争
５．アッバース革命とアッバース王朝
６
．三つのカリフ国
７
．イランのイスラーム文化
第２章　イスラームの世界的な拡大
１
．マグリブ諸王朝と西アフリカ
２
．カラハン朝とトルコ族のイスラーム化
３．セルジュークトルコと小アジアのイスラー
ム化
４
．北インドのイスラーム化と東アフリカ
５
．イルハン国とモンゴルネットワーク
６
．マムルーク朝と紅海ネットワーク
７．東南アジアのイスラーム諸王朝
８
．ティムール帝国
９
．三つのイスラーム帝国
第３章　西洋の衝撃とイスラーム復興１．アメリカのイスラーム
２
．ヨーロッパの進出とナショナリズム
３
．イスラームによる抵抗と復興運動
４
．二つの大戦とイスラーム
５
．米ソ両大国とイスラーム
６．･現代のイスラーム
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３ サブカリキュラムの取り扱い
以上，イスラームから世界史を眺めたサブカリ
キュラムについて説明して きたが，これを利用す
る方法について考える。もちろん世界史授業にお
いては，一般的に各文化領域にそ って，通時的 に
行われることが多い。その意味からは，単線的な
歴史構成の下に歴史事項が配置され，時代にそっ
て学習していくこととなる。ところが， こうした
場合，近代になればなるほど西洋中心的な見方が
優先されることは今までにも多く指摘されてきた
ことである。 サブカリキュラムは，その幣を改善
するために使用される。 例えば，ヨーロッパから
眺めた歴史事項を，サブカリキュラムを絡 めるこ
とで異なる観点からの視点が導入できることとな
るなど は，前述した通りである。すなわち複眼の
視点を確保しやすい8）ということである。
表 ３は，ヨーロッパ史からの見方 とイスラー
ムからの見方の双方について一例としてまとめた
ものである。それぞれの違いが明確に見て取れる。
また，イスラームを通史として扱うことにより，
よりしっかりとした長期的な視点に立った歴史事
項や概念の批判的学習が可能となるのである。
表３ ヨーロッパ史との対比例
→（対立した扎点）←
歴史事 項 ヨ ーロ ッパ側 の見方 イ スラームか らの見方
トゥール ●
ポ ワ テ ィ
ェ の戦い
イスラ ームの拡大を 防い
だ フラ ンク王 国 が，そ の
後 キリスト教世 界を形 成
さ せる。
イベリア半島を支配し た
イ スラー ム勢力が，政権
内部の不満をや わらげる
た めに，不毛 のピレ ネー
以 北に進行を繰り返した。
十字 軍 聖地 奪回と東方交易 を求
めて, 勃興しつつあるヨー
ロ ッパ勢力 が，イ スラ ー
ムに対して反攻 に出た。
イスラーム内部の政争 と，
世界 システ ムにお ける中
核部 の衰 退に伴 って ，辺
境にあるヨ ーロ ッパ勢力
が侵攻して きた。
大 航 海 時
代
イ ンド航路を 発見 し，世
界貿易を 形成す るきっか
け となった。
イ スラ ーム商人 によ って
形 成されていた交易路を，
ヨ ーロ ッパ勢力が武力で
奪い取っ た。
レ パ ン ト
の海戦
イ スラ ーム勢 力 の，地 中
海からの追い落としのきっ
か けとな った。
単なる一度 の敗戦であり，
地中海におけるイ スラー
ムの優位 は16世紀い っぱ
い続く。
ア フ ガ ー
ニ ー や ム
ハンマド・
ア ブ ド ウ
フ の イ ス
ラ ー ム 改
革運動
工業化 と近代国家建 設を
是 とするヨ ーロ ッパ型 の
近代 化に対 して，復古主
義的 に反対 する民族主義
運動であ る。
従来のイ スラーム型世界
の復興を通じて，ヨーロッ
パ型近代化主義 に異を唱
え た。
４ イスラームから見た世界史授業案
最後に，以上 の点 に留意しながら，授業例を提
示しておく。これは，表 ２の第 工章の４，「‾帝国の
拡大と唐との戦争」 という小単元の内，１時間目
の授業，匚ウマイヤ朝のイベリア半島支配とトゥー
ル・ポワティエの戦い」 を扱ったものである。 ウ
マイヤ朝の支配が，既存勢力を利用した寄生的な
ものであり，そのため，ピレネー以北の生産性の乏
しい地域は，ウマイヤ戦士 にとって魅力のない土
地であったこと，また，文化的にも後進地域であっ
たヨーロッパは，イスラーム文化によって古代以来
の文化的蓄積を受け継いでいったのだとする点ま
で知識として獲得させることを意図している。
従来，地中海文明を受 け継いだヨーロッパが，蛮
族であるアラブに占領支配され，ようやくフランク
王国によって侵 略が食い止められたといった世界
史学習が横行してきたが，匚征服後のキリスト教徒
はどうなったか」 や 匚イスラーム支配がヨーロッ
パ全域に拡大しなかった理由はなにか」などの問
いを通じて，イスラームの文化的優位性やヨーロッ
パ地域の後昔歐などが生徒に獲得される内容となっ
ている。
また授業案２は，第２章の９，匚三つのイスラー
ム帝国」 の内，第一時間目 匚トルコのイスラーム
帝国」を扱ったものである。 圧倒的な，文化的，
軍事的影響力を持つオスマン朝が，どのような領
域を支配し，東方貿易を独占していたのかという
点を把握させた上で経済的従属下にあったヨーロッ
ノ゛が，インドのイスラーム拠点を寸断することで，
その地位からの脱却を図ろうとしたことについて
学習させる内容となっている。
これも，新航路開拓をヨーロッパ勢力が, 新しい
時代を切り開くため能動的に行ったのだという従
来の見方に対して，イスラームからの見方を提示
することでその相対化を目指した内容となってい
る。匚なぜ，オスマン朝はウィーンを包囲したのか」
や，厂プレヴェザやレパントの海戦 はなぜおこった
のか」といった問いは，そうした内容を引き出させ
るためのものである。ヨーロッパ勢力が, 長い間イ
スラームやトルコに対して劣等感を感じていたと
いうことは，現代の両者の関係を知 る生徒達には
興味深い驚きをもたらすものであろう。
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授業案１
小 単元　帝国 の拡大 と唐 との戦争 （２時間）
小単元 の目 標　ウマ イヤ朝 による アラブ帝 国 の支配 は，古 代以 来 の経済重 心（先進地帯） を包含 するよう に広 がり，その文化を受 け継
いだ ことを 理解さ せる。 また， 東 の中心であ る唐 との衝突を通 じて ，ユーラ シア大陸を東 西につなぐ ヘゲモニ ー領域が 存
在し，その周辺 領域に文化的影響を与えて いたことを理解させる。
単元構成　１時限目・・・ ウマイヤ朝 のイベリア半島支配 とト ゥール・ ポワティエの戦い
２時間目・・・ 中央 アジアへの拡大と ダラス河畔 の戦 い
「ウマイヤ朝 のイ ベリア半 島支 配とトゥ ール・ ポワテ ィエの戦 い」
今時 の目 標　　 ウマイア朝の支配 は寄生 的な もので あり，領域内 の政治 構造や宗教 などを概 ね温 存したまま，上か ら支配した もので あ
るこ とを理解 させると同時に，ト ゥール・ポワティエ の戦い の性格を明 らかにすることを通じて，ウマイヤ戦士に とって，
ピレ ネ ー以 北 の土 地は不毛 の後 進地域であ って，危険な戦 いの代償を支払 ってまで，獲得 する意味のな いものであ ったこ
とを考えさ せる。
発問 ・指 示 教 授・ 学習 活 動 獲 得 さ せた い内 容
導
入
・ ヨ ーロ ッパ の 地 理 的範 囲 は ど こか らど こ ま
で か。
・ ス ペイ ン， ポル ト ガ ル は昔 か ら 日 本 と交 流
が あ るが，こ の絵を 見 て，ポル トガ ル人 が 着
て い る衣服 の 特徴 は何か。
・ な ぜ ポル ト ガ ル人 が ア ラ ビ ア の服 を 着 て い
る のだ ろ う。
Ｔ：地 図 提示
Ｓ： 答え る
Ｔ： 南 蛮 屏 風 の 写
真を 提示
Ｓ： 答え る
Ｔ：説 明
Ｔ：発 問
Ｓ： 答え る
地 中海 ～ 北欧 ～ 東 欧 など多 様 な風土 が あ る。 特 に 地
中 海沿 岸 は，古 代か ら文 明 の中 心地 で あ っ た。
上着 はじゅばんと言い, その語源 はア ラビア語 のジュッ
ハ で あ る こと。 ま た，足 首 で 締 ま って い る ズ ボ ンは
シル ワ ール と言 い，共 に ア ラビ ア服で あ る。
ポル トガ ル人 を は じ め，ヨ ーロ ッパ 人 は ア ラ ビア や
イ ス ラ ーム の文化 的 影響 を 色濃 く受 けて いる。
展
開
・ イ ベ リ ア半 島 は イ ス ラ ー ム に よ って 支 配 さ
れ て い た が、 ア ラ ビ ア半 島 か ら イ ベ リア 半
島 ま で ，ど の よ う に や って き た の だ ろ う。
白地 図 に図 示 して みよ う。
・ 当 時 の現 地 人 と イ ス ラ ー ム 戦士 と の戦 闘 は
ど の よう な ものだ っただ ろ う。
・ 征 服後 ，キ リスト 教徒 は ど うな っ ただろ う。
Ｔ：発 問
Ｓ：作図
Ｔ：説 明
Ｔ：発 問
Ｓ：考え る
Ｔ：説 明
Ｔ：発 問
Ｓ：答え る
地 中 海を 回 って ，南 と北 の ル ート が あ る。 ま た，地
中 海を 船 で来 る こ とがで きる。
ウマ イ ヤ朝 と 対立 して い た ビ ザ ン ツ帝 国 と の戦 闘，
数 度 に わた る コ ンス タ ンテ ィ ノ ープ ル攻 撃 の失 敗 を
説 明 し，北 ア フ リカ か ら ジブ ラル タル 海 峡を 越 え て
進 入 して き たこ とが 分 か る。
ウマ イ ヤ朝 の マ グ リブ 総 督，ム ー サ ー・ イ ブ ン・ ヌ
サイ ル と，指揮 官 タ ー リ ク・ イブ ン・ ズ ィ ヤ ードが ，
7n ～714 年 に か けて 西 コ ー ト王 国 を 滅 ぼし ，征 服 し
た。
キ リス ト教 徒 は西 コ ート 法を 適 用 さ れ，条約 （ スル
フ）を 結 ぶ代 わ り に，半 ば自 治を 許 され た。
イス ラ ー ムの支 配 は，寄生 的 な もので あ り，貢 納 の代 わり に自治 や宗 教 の 自由 が保 障 さ れて い た。
・ な ぜ イ ス ラ ー ム 支配 は， ヨ ーロ ッパ 全 域 に
拡 大 しな か った のだ ろ う。
・ ト ゥ ー ル ・ ポ ワ テ ィ エ の 戦 い は， キ リ ス ト
教 世 界を 守 る た めの戦 い だ っ た のだろ うか。
Ｔ： 発問
Ｓ： 仮 説を 提 示 さ
せ る
Ｔ： 発問
Ｓ： 答え る
Ｔ：説明
ヨ ーロ ッパ人 の抵 抗 や宗 教上 の対 立 な どが予 想 さ れ
るが ，イ ス ラ ーム 支配 の寄 生 的 性 格か ら，ピ レ ネ ー
以 北 は不毛 な 土 地 柄で ，魅 力 の 乏 しい 場 所で あ った
こと を選 ば せ る。
戦 い の原因 は，アキ テ ー ヌ伯 ュ ード とカ ール ・ マル
テル との勢力 争 いと，イ スラ ーム有力者 （バ ラデ ィ ー
ュ ー ン） 内 の 不満 を 和 ら げる た め に総督 ア ル ・ガ ー
フ ィキ ーが企 て た 略奪 行 に あ っ た。 イ ス ラ ー ム は，
イベ リア半 島 支配 を 確実 な もの とす る た めに 進入 し
た のであ り，領 土的 野 心 は薄 か った。
ピレ ネ ー以 北 の地 は，ウ マイ ヤ戦 士 にと って は深 い森 と寒 冷 な気 候 の 地で あり ，寄生 的支 配 を す
るた め に は魅 力 の乏 し い所 で あ った。
ま
と
め
・ ウ マ イ ヤ朝 に と って の 地 中 海 は ど う い う意
味 を持 ってい たの だろ うか。
Ｔ：発問
Ｓ：答 え る
古 代か ら の文 化を 蓄え た豊 かな地 域で あり，ダル ア ー
ル・ イ ス ラ ーム （ イス ラ ー ムの世 界） の中 心 の一 つ
であ る。
地 中 海 は ， イ ス ラ ー ム と ビ ザ ン ツ の 海 で あ り ， 古 代 か ら の 文 化 的 蓄 積 の 地 で あ る 。
（参考文献・資料）
・南蛮屏風（神戸市立博物館臓）
・『イスラーム治下のヨーロッパ』デュフルク（芝 修身, 紘子 訳）藤原書店, 1997年
・『アラブとしてのスペイン』余部 福三, 第三書館, 1992年
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授業 案 ２
小 単元　三 つ のイ スラーム帝国 （３時間）
小単元 の目標　イ スラームが始 まったアラビアではなく，ト ルコ，イ ラン，インドといったフロ ンティア地域 で発 展したイス ラーム帝国
の独自性 について考えさ せ，これ らが競合しなが らイスラームの黄金時代を形作 ったことを把 握さ せる。
単元 構成　１時限目 ‥ ・ト ルコのイスラーム帝 国
２時間目 ‥ ・ イランのイスラーム帝 国
３時間目 ‥ ・ インド のイスラーム帝国
「ト ルコのイスラ ーム帝国」
今 時の目標　　 イ スラーム世界 のフロ ンティ アに登場 したオスマ ン帝国が, 小 ア ジア，バルカ ン半島, 地中 海沿岸へと進出し たが，その
結果 ，オスマン朝はイ ンド，中国 などとの東方貿易 によって栄え，富を 独占したこ とを理解さ せる。 また，従属的 な地位に
あったヨ ーロ ッパが，そこから抜け出す ため，インド航路を開拓し，イスラ･－ムの海上支配の拠点を寸断 して いく方 針を打
ち出さざるをえなくなっ た点 にまで着 目させる。
発 問・ 指示 教 授 ・学 習 活動 獲得 さ せ たい内 容
導
入
・ フ ラ ン スパ ンの クロ ワ ッ サ ン は どん な形 を
し て いる か。
・ こ れ は， ２次 に わた る オ スマ ン朝 の ウ ィ ー
ン包囲 が失 敗 した後 に，ヨ ーロ ッパ人 が祝 っ
て 焼 い た も のが 原 型 だ が ，彼 ら はト ル コ に
対 して ど のよ うな 感 情を 抱い て い たか。
・ オ スマ ン朝 が三 日月 の軍 旗 を 正 式 に採 用 し
た の は18世 紀 だが ，なぜ か。
Ｔ：発 問
Ｓ：答え る
Ｔ：説 明
Ｔ：発 問
Ｓ： 答え る
Ｔ：説 明
Ｔ：発 問
Ｓ：答 え る
三 日月 型 であ る。
三 日月 はイ ス ラー ムの象 徴 と されて い る。
ト ル コや イ ス ラ ー ムに対 して 大 変 大 きな 脅威 を 感 じ
て い た。
ヨ ーロ ッパ が 優勢 にな っ た時 代 に ，対 抗上 イ スラ ー
ムの象 徴を 利 用 した こ とを予 想 さ せ る。
展
開
・ オ スマ ン朝 が 支配 し た領 域 を 見 て み よ う。
こ こか ら どん なこ とが 分 か るだろ う か。
・ 第 １回 ウ ィ ー ン包 囲 の結 果 ，ヨ ーロ ッ パ は
ど う変 わ ったか 。
・ ド イ ツ で は 宗 教 改 革 が 起 こ っ て い た が ，ど
うな っ たか。
・ ト ル コ と フ ラ ン ス の関 係 はど の よ う な も の
だっ たか。
・ な ぜ オ ス マ ン朝 は ，ウ ィ ー ンを 包 囲 し た の
か。
Ｔ：発 問 ，地 図
提 示
Ｓ：答 え る
Ｔ：発 問
Ｓ：答 え る
Ｔ：発問
Ｓ：答 え る
Ｔ：説明
Ｔ：発問
Ｓ：答え る
Ｔ：発問
Ｓ：答え る
地 中 海沿 岸 か ら中央 ア ジ ア，ア ラ ビア 半 島 など ，イ
スラ ーム世 界 の枢 要 部を 占 め た。
ハプ スプ ル グ帝 国 を は さ んで ，オス マ ン朝 と フ ラ ン
ス が同 盟 関 係 にあ り ，ハプ ス プル グ帝 国 は窮 地 に立
たさ れ てい た。
プ ロ テ スタ ント 勢力 が勢 いづ き，ハプ ス プル グ皇 帝
か ら譲歩 を 引 き出 して い た。
匚キ ヤピチュレーショ ン｣は 強者 か ら弱者 に与 え られ た
特権 であ り，オス マ ン朝 の圧 倒的 な優 位下 にあ った。
地 中 海貿 易 の一 方 の拠点 で あ る北 イ タ リ ア諸 都市 を
制圧 す る目 的が あ っ た。
オ ス マ ン朝 は，東 方 貿 易 を 独 占 し て お り ， ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 は そ の圧 倒 的 な 影 響 下 に あ っ た。
・他 の イ ス ラ ー ム諸 国 と の 関 係 は ど う だ っ た
か。
・ プ レ ヴェ ザの 海 戦 や レ パ ン ト の海 戦 はな ぜ
お こ った のか。
・1538 年 ，ス レ イ マ ーン は 大 艦 隊 を イ ンド に
派遣 し た がな ぜ か。
Ｔ： 発問
Ｓ：答え る
Ｔ： 発問
Ｓ： 答え る
Ｔ：説 明
Ｔ：発 問
Ｓ： 答え る
Ｔ：説 明
サフ ァビ ー朝 と1555 年 に ア マ フ ィア 条 約を 結 び ，内
陸 貿 易 と ペル シャ 湾，イ ンド 貿易 を オ スマ ン朝 が 確
保 し た。
地 中 海貿 易 を めぐ る 争 い であ り ，これ によ っ て，八
プ ス プ ル グ帝 国 が東 方 貿 易 に参 加 す る ことを ね らっ
た。
グ ジャ ラ ート のデ ィ ウ に軍事 拠 点 を 置 く ポルト ガ ル
を 攻撃 す る ためで あ る。
ポル ト ガ ル は，イ ンド 航 路を 開拓 し ，東 方 貿 易 に 横
か ら参 入 しよ う と企 てて い た。
スペ イ ンや ポ ルト ガ ル は，オス マ ン朝 の貿 易 独 占 に対 し て新 航 路 開拓 と軍事 拠点 の建 設 と いう 方
法で ，オスマ ン朝 の海上 ル ート の寸 断 を図 り，従 属的 地 位 か らの脱 却 を目 指 し た。
ま
と
め
・ 近 代 に入 って ，ヨ ー ロ ッ パ 列 強 が オ ス マ ン
領 に 大 き な 関 心 を 示 し ，そ れが 東 方 問 題 へ
と発 展 して い った の はな ぜか。
Ｔ：発 問
Ｓ：答 え る
そ の位 置 が, 貿 易 ル ート の要 衝 を 押 さえ て い たか ら
であ る。
ヨ ーロ ッ パ はト ル コ や イ スラ ーム に対 し て，長 い 間 劣等 感 を 感 じて い た が，近 代以 後 のト ル コ の
衰 退 に よっ て逆 に キ リスト 教世 界 の 優越 を前 面 に打 ち 出す よ う にな った。
（参考文献・資料）
・『新編高等世界史Ｂ』帝国書院, 1998年
・『パクス・イスラミカの世紀』講談社現代新書, 1993 年
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以上の二つの授業例は
，イスラームから歴史を
眺めた場合
，ヨーロッパをどのように捉えること
ができるかという点に着目する内容となっている
のが分かる
。ともに，ヨーロッパから見た歴史学
習をある程度踏まえた上で
，さらに高い次元の歴
史認識と
，イスラームの人々が認識している歴史
の流れを理解することが目論まれた授業である。
５まとめ
以上
，イスラームの立場に立った世界史学習を
実現するために
，サブカリキュラムを開発し，そ
の意義について説明してきた
。授業案などはまだ
まだ検討の余地もあり
，サブカリキュラムの内容
についても手直しが必要であろうが
，複眼の視点
を確保し
，歴史概念を批判的に検討しながら学習
をする事が
，これによって確保されるであろうと
いうことを自負するものである。忌憚のないご批判を期待するものである。
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